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Ⅰ．問題 

恋愛と結婚について、遠藤・山根・堀（1990）は、この両者を「親密な二者間の長期的関

係の一つのあり方」としている。しかし、「恋愛相手と結婚相手は別である」（遠藤・山根・堀，

1990）という言葉があり、恋愛の延長上にある結婚だが､それは必ずしも同一ではない。人は

恋愛と結婚それぞれに求める物が違うのだろうか。そして､それぞれに何を求めているのだろ

うか。このような研究は少なく、両者の異なる点は明らかにされていないのが現状である。そ

こで、具体的にはどのような点が異なるのかに疑問を持ったのが、本研究のきっかけである。 

 同じようなテーマを扱った先行研究として、天谷（2005）がある。この研究では、恋人と

結婚相手に対して求めるものの違いを、Lee（1977）の恋愛 6類型を用い、性差と恋人の捉え

方、恋愛関係の有無から検討している。そして、恋愛類型と結婚類型の間には同じ類型間で強

い相関がみられたという結果が出されている。しかし、天谷（2005）の課題として、恋愛類

型尺度 49 項目に対し結婚類型尺度は 24 項目と、結婚類型を示す項目としてはやや項目数が

不十分である点が挙げられる。また、恋人と結婚相手に対して求めるものの違いを男女両方に

聞いていた。しかし、恋人と結婚相手に求めるものは男女で異なると考えられる。 

 また、大学生が結婚にあたって重視する項目の研究として、詫摩（1973）がある。この研

究は、大学生の男女に対し、結婚の条件として考慮されると考えられる 20項目について、「非

常に重視する」から「まったく重視しない」まで 4段階の評定を求めたものである。その結果、

結婚においては、相手の性格、愛情、健康、頭の良さが重視され、宗教の一致、相手の家の財

産、相手のきょうだい数は重視されないことが示されている。さらに、女子大生は、男子大生

に比べて、どのような項目でも重視する程度が大きいという結果も示されている。ここから、

女子大生の結婚相手に対するこだわりの強さがうかがえる。しかし、詫摩（1973）の調査年

は昭和 48 年と古く、現代の大学生とは結婚に対する考え方が違うことが考えられる。また、

恋愛相手に対して重視する項目についての検討はなされていない。 

そこで、本研究では女子大生だけに焦点を当て、恋人と結婚相手の両方に対し、同じ質問群

を尋ねることとする。今回の研究を通し､未だ先行研究の少ないこの分野で新しい結果が得ら

れることを目指していく。 

 

Ⅱ．目的 

 恋人と結婚相手に対して求めるものをそれぞれ質問し、違いはみられるのかを検討する。具

体的には、「外見」「内面」「経済力」「対人関係」の 4下位尺度を設定し『恋人と結婚相手に求

める特性判定尺度』を作成し、それぞれの下位尺度間の関係を検討する。また、恋愛相手と結

婚相手に求めることの違いを明らかにすることでそこから見える認識の違いを明らかにする

ことを目的とする。 
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Ⅲ．仮説 

第一に、恋人には外見と対人関係を求めるのではないかと仮説を立てた。その理由として、

恋人とはデートなどをして一緒に歩いたりすることがあると思われ、その際に自分に見合った、

または理想の人と歩き、自慢をしたいという心理が働くと考えられた。また、対人関係につい

ては、恋人に友人が多くいる方が社交的で頼りになりそうだと考えられた。 

第二に、結婚相手には性格と経済力を求めるのではないかと仮説を立てた。その理由として、

一生を共にするであろう人であるため、性格が合うことや性格が良い人を求めると考えられた。

また、経済力も同じように、一生共に生きていくためには経済力がなくてはならないと考えら

れた。 

 

Ⅳ．方法 

調調調調査対象査対象査対象査対象 A大学の女子学生 117名を対象とした。平均年齢は 18.39歳（SD＝1.01）であっ

た。 

調査日時調査日時調査日時調査日時 2013年 6月 4日、A大学にて講義内の時間に協力を依頼し、集団法にて実施した。 

調査方法調査方法調査方法調査方法 女子大学生 6人で話し合って作成した質問紙を使用した。下位尺度として、外見・

内面・経済力・対人関係を作成した。外見・内面の質問項目の作成にあたっては、詫摩（1973）

の恋愛観・結婚観についての調査で使用された性格的特徴と身体的特徴の項目から上位 8項目

を使用した。 

手続手続手続手続きききき 女子大学生 6人で話し合い、「恋人と結婚相手に求める特性判定尺度」と名付けた質

問紙を作成した。下位尺度として外見・性格・経済力・対人関係を作成した。回答項目は 5

件法（「よく当てはまる」は 5、「少し当てはまる」は 4、「どちらでもない」は 3、「あまり当

てはまらない」は 2、「まったく当てはまらない」は 1。）で構成した。質問項目は下位尺度の

外見・内面・経済力・対人関係で各 8項目を、恋人に求める特性の質問紙と結婚相手に求める

特性の質問紙で、それぞれ計 32項目を作成した。質問紙に記載する際、項目をランダムに振

り分けた。 

 

Ⅴ.結果 

まず、質問紙に全て回答しておらず、欠損値のあるデータは分析から除外した。 

調査対象者 1人につき、恋人と結婚相手に求めるものの 2つのデータを込みにしてPromax

回転を行った。 

1.恋人と結婚相手に求める特性判定尺度の分析 

恋人と結婚相手に求める特性判定尺度の 32項目に対して、4因子を固定数とし、主因子法・

Promax回転による因子分析を行った。その結果、固有値の変化は 6.993、3.065、2.054、1.735、

1.565、1.406…であったが、因子スクリープロットの図から、4因子構造を妥当であるとした。

また、「浮気しない」「家族と仲がいい」「同性の友人が多い」「あっさりしている」「将来目標

をもっている」「知的である」「独り暮らしをしている」「異性の友人が多い」の項目は、因子

負荷量が 0.35以上という基準を満たさなかったため、削除した。しかし、「リーダーシップを

とれる」「中肉中背（標準的な体格）である」「知的である」の項目は、0.35 に満たなかった

が、研究内容に必要であると考えたため、採用した。 

第Ⅰ因子は 9項目で構成されており、「思いやりがある」「寛大である」など、人物の内面要
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素を表す内容の項目が高い負荷量を示していた。そこで「内面」因子と命名した。 

第Ⅱ因子は 6項目で構成されており、「高収入である」「社会的地位が高い」など、社会的地

位や経済面に関する項目が高い負荷量を示していた。そこで「経済力」因子と命名した。 

第Ⅲ因子は 4項目で構成されており、「筋肉質である」「たくましい」など、一般的に男性ら

しさを表す内容の項目が高い負荷量を示していたため、当初想定していた「対人関係」因子を

「男性性」因子と変更した。 

第Ⅳ因子は 5項目で構成されており、「足が長い」「背が高い」など、人物の外見要素を表す

内容の項目が高い負荷量を示していた。そこで「外見」因子と命名した。表 1は、因子分析の

結果示された因子パターンと因子間相関である。 

内的整合性を検討するために各下位尺度のα係数を算出したところ、「内面」でα=.81、「経

済力」でα=.83、「男性性」でα=.68、「外見」でα=.63の値が得られた。すなわち、「内面」

と「経済力」では十分な信頼性が示されたが、「男性性」と「外見」では十分な信頼性を得ら

れなかった。 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

内面 思いやりがある 0.71 -0.19 -0.07 0.12
9項目 寛大である 0.70 -0.09 0.05 -0.08
α＝.81 明朗（明るく朗らか）である 0.66 0.11 0.07 -0.13

誠実である 0.64 -0.02 -0.04 0.06
やさしい 0.58 -0.12 -0.11 0.08
空気が読める 0.52 0.09 -0.02 0.11
相談相手になってくれる 0.47 0.06 0.04 0.02
社交的である 0.39 0.03 0.27 -0.01
スマート（利口）である 0.39 0.32 -0.18 0.16

浮気しない 0.34 -0.03 0.01 -0.12
家族と仲がいい 0.34 0.01 0.17 -0.09
同性の友人が多い 0.34 -0.02 0.27 0.18
あっさりしている 0.18 -0.05 -0.12 0.12

経済力 高収入である -0.07 0.80 0.05 -0.07
6項目 社会的地位が高い -0.03 0.77 0.01 0.04
α＝.83 貯金がある 0.08 0.76 -0.09 -0.30

家柄が良い 0.01 0.69 -0.05 0.03
高学歴である -0.12 0.58 0.03 0.37
高価な所有物がある -0.30 0.51 0.11 0.15
知的である 0.15 0.33 -0.06 0.24

独り暮らしである 0.01 0.22 0.21 0.11
異性の友人が多い -0.07 0.11 0.07 0.05

男性性 筋肉質である -0.16 -0.13 0.75 0.22
4項目 たくましい 0.07 0.16 0.64 -0.14
α＝.68 決断力がある 0.34 -0.01 0.50 -0.10

リーダーシップが取れる 0.12 0.22 0.32 0.03

将来目標をもっている 0.30 0.13 0.30 0.10

外見 足が長い -0.08 0.07 0.04 0.75
5項目 背が高い -0.02 -0.17 0.34 0.53
α＝.63 細い 0.13 0.04 -0.45 0.48

目がきれい 0.10 0.14 0.12 0.42
中肉中背（標準的な体格）である 0.04 0.00 -0.01 0.35

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ ‐ .39 .37 .21
Ⅱ ‐ .32 .43
Ⅲ ‐ .29
Ⅳ ‐

項目内容

表1 恋人と結婚相手に求める特性判定尺度の因子分析結果（Promax回転後の因子パターン）
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2.恋人・結婚相手に求めるものの下位尺度間の関連 

 恋人と結婚相手に求める特性判定尺度の 4つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し、

「内面」下位尺度得点（平均 4.37,SD.44）、「経済力」下位尺度得点（平均 3.35,SD.71）、「男

性性」下位尺度得点（平均 3.76,SD.68）、「外見」下位尺度得点（平均 3.30,SD.66）とした。 

 恋人と結婚相手に求める特性判定尺度の下位尺度間相関を表 2 に示す。4 つの下位尺度は

互いに有意な正の相関がみられた。 

 

内面 経済力 男性性 外見 平均 SD
内面 ‐ .31** .39** .26** 4.37 0.44
経済力 ‐ .30** .41** 3.35 0.71
男性性 ‐ .26** 3.76 0.68
外見 ‐ 3.30 0.66
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 

表2 恋人と結婚相手に求める特性判定尺度の下位尺度間相関と平均、SD

 

 

3.恋人と結婚相手に求めるものの差 

 恋人・結婚相手間に、4 つの下位尺度ごとで差がみられるかどうかについて、t 検定を行っ

た。その結果、「内面」「経済力」「男性性」について有意差がみられた（順に t=-5.34，p＜.01，

t=-9.52，p＜.01，t=-5.49，p＜.01）。「内面」「経済力」「男性性」の全てにおいて、結婚相手

の方が恋人よりも得点が高かった。  

 恋人・結婚相手間における各下位尺度ごとの t検定結果を表 3に示す。 

 

平均値 SD t
内面 恋人 4.30 0.42 -5.34** 恋＜結

結婚相手 4.44 0.44
経済力 恋人 3.16 0.71 -9.52** 恋＜結

結婚相手 3.55 0.64
男性性 恋人 3.66 0.70 -5.49** 恋＜結

結婚相手 3.86 0.64
外見 恋人 3.32 0.63 1.01

結婚相手 3.28 0.69
**．t検定は1%水準で有意（両側）

表3　恋人・結婚相手間における各下位尺度ごとのt検定結果

 

 

Ⅵ．考察 

本研究の結果、恋人と結婚相手に求めるものは「内面」「経済力」「男性性」において差がみ

られ、結婚相手のほうがより求められることが示された。ここから、結婚相手には内面と経済

力をより求めるという仮説は支持されたと考えられる。これは、恋愛関係と結婚関係の違いに

よるものと推測される。結婚関係は、一般的に恋人関係よりも共に過ごす時間が長くなり、生

活を共有することになる。そのため、結婚相手において、より内面を重視する傾向が示された

と考えられる。また、結婚関係は社会的に承認されるものであり、恋人関係よりも、二者間に

強いつながりがあると社会からみなされる。さらに、家計を共にすることでもある。すなわち、

相手の社会的な地位や経済力が、自分の立場・地位や生活に強く結びついているといえる。そ
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のため、結婚関係において、より経済力を求める傾向が示されたのではないか。また、仮説で

は検討されなかったが、男性性においても、結婚相手の方が恋人よりも求められるという結果

が示された。これは、結婚関係では、例えば子どもの養育など決断を求められる場面が増え、

さらに様々な困難を経て共に家庭を作り上げねばならない。その中で、男性性という頼もしさ

を求める傾向が強いのではないかと考えられる。しかし、恋人には外見を求めるという仮説は

支持されなかった。外見に差が出なかった理由としては、恋人も結婚相手も常に目にする相手

であるため、外見は同じように求めているのではないかと考えられる。また、女子大での調査

であったため、男性に対する外見のイメージが湧きにくかったことも推測できる。他の理由と

しては、被調査者の個人的な好みが反映されたため、結果には出なかったのではないかと推察

される。内面・経済力・男性性の尺度には差があり、結婚相手よりも恋人の尺度の方が全て低

かった。その理由としては、結婚に関してはほぼ全ての人が経験していないと考えられるのに

対して、交際をしたことのある（今現在交際をしている）人は皆無ではないと思われるため、

結果に影響したのではないかと考えられる。 

本研究の問題点として、「男性性」と「外見」の下位尺度におけるα係数が、順に.68、.63

とやや低いものであった点が挙げられる。今回の研究では、女子大生 6人によるオリジナルの

質問紙を用いたため、十分な予備調査を行うことができなかったことが、原因として指摘され

る。 

今後の課題として、次の 2点が考えられる。まず、女子大生に限定して調査を行ったため、

女性の意識のみであった。そのため、恋人と結婚相手に求めるものは男女で異なると考えられ

るが、男女の性差は今回の調査では調べることができなかった。なので、今後は男性にも調査

を行い、性差を検討する必要があるだろう。次に、人間関係学部の学生という狭い範囲での調

査だったので、意見がやや偏った可能性が考えられる。調査の範囲を広げることで、様々な意

見を反映させることも、今後の課題である。 
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外見 1.背が高い。
2.中肉中背（標準的な体格）である。
3.細い。
4.目がきれい。
5.筋肉質である。
6.たくましい。
7.スマート(利口な、魅力的な）である。
8.足が長い。

内面 9.やさしい。
10.明朗（こだわりがなく、明るく朗らか）である。
11.思いやりがある。
12.寛大である。
13.あっさりしている。
14.誠実である。
15.決断力がある。
16.知的である。

経済力 17.高収入である。
18.社会的地位が高い。
19.高学歴である。
20.貯金がある。
21.家柄が良い。
22.高価な所有物がある。
23.独り暮らしをしている。
24.将来目標を持っている。

対人関係 25.友人が多い。
26.家族と仲が良い。
27.リーダーシップをとれる。
28.異性の友人が多い。
29.浮気しない。
30.空気が読める。
31.相談相手になってくれる。
32.社交的である。

表1.恋人に求める特性
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外見 1.背が高い。
2.中肉中背（標準的な体格）である。
3.細い。
4.目がきれい。
5.筋肉質である。
6.たくましい。
7.スマート（利口な、魅力的な）である。
8.足が長い。

内面 9.やさしい。
10.明朗（こだわりがなく、明るく朗らか）である。
11.思いやりがある。
12.寛大である。
13.あっさりしている。
14.誠実である。
15.決断力がある。
16.知的である。

経済力 17.高収入である。
18.社会的地位が高い。
19.高学歴である。
20.貯金がある。
21.家柄が良い。
22.高価な所有物がある。
23.独り暮らしをしている。
24.将来目標を持っている。

対人関係 25.友人が多い。
26.家族と仲が良い。
27.リーダーシップをとれる。
28.異性の友人が多い。
29.浮気しない。
30.空気が読める。
31.相談相手になってくれる。
32.社交的である。

表2.結婚相手に求める特性
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女子大生における恋人および結婚相手に

　　　　　求めるものの意識調査のお願い

まずまずまずまず、、、、以下以下以下以下のののの欄欄欄欄をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

　　年齢　　　歳　　　　学年　　　年

椙山女学園大学人間関係学部心理学科　演習Ⅰ

A班
A10CB015
A10CB050
A11CB006
A11CB007
A11CB077
A11CB085

　本日は調査にご協力いただき、ありがとうございます。
　
　この調査は、女子大生が恋人および結婚相手に何を求めているか調べるために行うもので
す。正しい答えや、間違った答えというものはありません。思った通りに答えてください。
　
　この調査は２つのパートで構成されています。また、表紙をあわせて7枚からなっています
ので、乱丁・落丁がありましたら申し出てください。
　
　結果はすべて統計的に分析され、プライバシーは守られますので、思ったままに率直にお
答えください。
　
　それぞれの質問をよく読み、全ての質問について答えてください。回答もれのないようにお
願いします。

　集計結果は授業担当教員（安立奈歩）のホームページに公表予定です。 興味をも
たれた方はhttp://www.hs.sugiyama-u.ac.jp/~adachi/　にアクセスして「学生の論
文・研究」をご覧ください。
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１．次の特性のおのおのについて、あなたが恋人恋人恋人恋人に求める特性としてどの程度あてはまるかをお答え
ください。一般的に求められている特性ではなく、あなたが求めている特性について最もあてはまる
と思う数字に○をつけてください。

例：楽天的である ○　よい回答 ・・・・・・・・

×　悪い回答 ・・・・・・・・

１．高価な所有物がある。 ・・・・・・・・

２．社交的である。 ・・・・・・・・

３．家柄が良い。 ・・・・・・・・

４．明朗（明るく朗らか）である。 ・・・・・・・・

５．足が長い。 ・・・・・・・・

６．空気が読める。 ・・・・・・・・

７．社会的地位が高い。 ・・・・・・・・

８．リーダーシップをとれる。 ・・・・・・・・

９．筋肉質である。 ・・・・・・・・

１０．たくましい。 ・・・・・・・・

全ての質問に回答したかを確認し、次のページに進んでください。
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あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
あ
て
は
ま
る

5

1 2 3 4 5
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１１．貯金がある。 ・・・・・・・・

１２．スマート(利口）である。 ・・・・・・・・

１３．寛大である。 ・・・・・・・・

１４．細い。 ・・・・・・・・

１５．あっさりしている。 ・・・・・・・・

１６．思いやりがある。 ・・・・・・・・

１７．誠実である。 ・・・・・・・・

１８．決断力がある。 ・・・・・・・・

１９．知的である。 ・・・・・・・・

２０．異性の友人が多い。 ・・・・・・・・

２１．同性の友人が多い。 ・・・・・・・・

２２．目がきれい。 ・・・・・・・・

２３．浮気をしない。 ・・・・・・・・

２４．高収入である。 ・・・・・・・・

２５．高学歴である。 ・・・・・・・・

２６．背が高い。 ・・・・・・・・

全ての質問に回答したかを確認し、次のページに進んでください。
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２７．独り暮らしをしている。 ・・・・・・・・

２８．家族と仲が良い。 ・・・・・・・・

２９．中肉中背（標準的な体格）である。 ・・・・・・・・

３０．相談相手になってくれる。 ・・・・・・・・

３１．やさしい。 ・・・・・・・・

３２．将来目標を持っている。 ・・・・・・・・

全ての質問に回答したかを確認し、次のページに進んでください。
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２．次の特性のおのおのについて、あなたが結婚相手結婚相手結婚相手結婚相手に求める特性としてどの程度あてはまるかを
お答えください。一般的に求められている特性ではなく、あなたが求めている特性について最もあて
はまると思う数字に○をつけてください。

例：楽天的である ○　よい回答 ・・・・・・・・

×　悪い回答 ・・・・・・・・

１．筋肉質である。 ・・・・・・・・

２．異性の友人が多い。 ・・・・・・・・

３．知的である。 ・・・・・・・・

４．リーダーシップをとれる。 ・・・・・・・・

５．細い。 ・・・・・・・・

６．貯金がある。 ・・・・・・・・

７．寛大である。 ・・・・・・・・

８．スマート（利口）である。 ・・・・・・・・

９．決断力がある。 ・・・・・・・・

１０．目がきれい。 ・・・・・・・・

全ての質問に回答したかを確認し、次のページに進んでください。
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１１．やさしい。 ・・・・・・・・

１２．中肉中背（標準的な体格）である。 ・・・・・・・・

１３．高収入である。 ・・・・・・・・

１４．明朗（明るく朗らか）である。 ・・・・・・・・

１５．あっさりしている。 ・・・・・・・・

１６．家柄が良い。 ・・・・・・・・

１７．高価な所有物がある。 ・・・・・・・・

１８．思いやりがある。 ・・・・・・・・

１９．空気が読める。 ・・・・・・・・

２０．家族と仲が良い。 ・・・・・・・・

２１．足が長い。 ・・・・・・・・

２２．同性の友人が多い。 ・・・・・・・・

２３．浮気をしない。 ・・・・・・・・

２４．高学歴である。 ・・・・・・・・

２５．将来目標を持っている。 ・・・・・・・・

２６．独り暮らしをしている。 ・・・・・・・・

全ての質問に回答したかを確認し、次のページに進んでください。
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２７．誠実である。 ・・・・・・・・

２８．社会的地位が高い。 ・・・・・・・・

２９．背が高い。 ・・・・・・・・

３０．社交的である。 ・・・・・・・・

３１．相談相手になってくれる。 ・・・・・・・・

３２．たくましい。 ・・・・・・・・

 
これで終わりです。ご協力いただきありがとうございました。
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